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Summary  

■■IsolationofListerlamonocytogeneswasattemptedfromthemeatsb占ughtatmarketsduringthe  
period from May to August1989・It wasis01ated at such a high prevalence as24strains from29  

pork samples（82．8％）．12strains from17beef samples（70．6％）and18strains from23chicken  

samples（78，3％）．  

In enrichment culture，isolation was more successfulbyincubation for 7daysthanfor48houres．  

These54strainsisolated were examined for their sensitivities to 7 drugs．They wereinclined to  

be tolerant of nalidixic acid and sulfamethopiragln，and to be sensitive to the other drugs，And  

One Strain was tolerant of tetracyclin，Chroramphenycoland kanamycln．  

Ⅱ 材料及び方法  

1．材料   

千葉市内の食肉小売り店舗で販売されている牛，豚，  

鶏の肉及び内蔵とその加工品，計70検体である。   

2．調査期間   

平成元年5月より8月までの4ケ月間で，毎月1020  

検体を調査した。   

3．エ．mo几OC）′亡OgeれeSの分離及び同定   

各検体25gをListeria Enrichment Broth（MER  

CK）225mPに入れ，250c，48時間好気培養後，0Ⅹford  

Agar（0Ⅹ0ID）に塗抹した。48時間好気培養後，エ  

スクリン分解集落を鈎菌し，以後常法どうり同定した。   

4．薬剤感受性試験   

薬剤感受性試験は日本化学療法学会標準法9）に準拠し  

て行なった。薬剤はテトラサイクリン（TC），アンピン  

リン（ABPC），クロラムフェニコール（CP），カナマ  

イシン（KM），ナリジクス酸（NA），セファロリジン  

（CER），スルファメトピリジン（SA）の7剤を用いた。  

SAについては400〃g／mg以上，その他の薬剤は12．5  

〟g／mゼ以上を耐性とした。  

Ⅰ はじめに  

リステリア属菌には，現在8菌種1）が包含されている。  

このうちヒトに病原性を示すエ∠sとeriαmOJlOC）ノ£ogeJleS  

は，人畜共通感染症の起因菌として古くから知られてお  

り，その臨床像は多くの場合，ヒトでは髄膜炎2ト4），動  

物では脳炎，敗血症5）の型をとることが多い。わが国お  

けるヒトの感染例は，1958年の小児の髄膜炎が初発であ  

り，以後漸次増加し，1988年末で629例を数えている。  

しかし，エ．mo几OCγ乙Oge几eSの疫学，特にヒトヘの感染  

源，感染経路や食品の汚染状況については不明な点が多  

く，その調査はほとんど行なわれていない。   

一方，乳，乳製品や野菜サラダ等の食品に起因したリ  

ステリア症の集団感染事例が，欧米で最近報告されたこ  

とを期に6卜8），本症を食品媒介感染症として位置づける  

ようになってきた。   

そこで著者らは，本菌の食品，特に食肉での汚染実態  

を把握する目的で，市販食肉からの本菌の分離を試みた。  

また，分離菌の性状についても検討したところ若干の知  

見を得たので報告する。  

■■  

千葉県衛生研究所  
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Ⅲ 結果  

1．食肉及び食肉製品からのエ．mo花OCγとOge几eSの検  

出状況   

各種食肉及び食肉製品からのエ．mo几OCツとOge几eSの検  

出状況を表1－1，表1－2，表1－3に示した。   

豚肉は11品目29検体中24検体（82．8％），牛肉は11品  

呂17検体中刺身肉を含む12検体（70．6％），鶏肉では9  

品目23検体中18検体（78．3％）からと非常に高率に本菌  

が分離された。なお，馬刺身肉では1検体ではあるが分  

離されなかった。また，⊥．mo乃OCγZoge几eSの月別検出  

状況は表2に示すごとくである。検出率は特に月別の大  

きな変動はみられず，いづれも70％以上の高い検出率で  

あった。  

表1－1食肉及び食肉製品の品目別リス  

テリア菌汚染状況（豚肉）  

表12 食肉及び食肉製品の品目別リス  

テリア菌検出状況（牛肉）  
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表13 食肉及び食肉製品の品目別リス  

テリア菌検出状況（鶏肉）  
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表2 エ∠ぶとerごαmO花OCγわge几eSの月別検出状況  

月  豚  肉  牛  肉  鶏  肉  馬  肉  計  

5 月 ＊7／9（77．7）  3／5（60）  

6 月  6／8（75）  4／4（100）  

7 月  3／3（100）   1／3（33．3）  

8 月  8／9（88．9）  4／5（80）  

5／6（83．3）  

4／8（50）  

3／3（100）  

6／6（100）  

15／20（75）  

14／20（70）  

0／1（【）  7／10（70）  

18／20（90）  

0／1（）   54／70（77．1）   合 計  24／29（82．8） 12／17（70．6）  

＊検出数／検体数  （）は％  

2．増菌培養時間によるエ．moJIC）ノ£oge花eSの検出状  

況   

エ．momoc）′とOge托eSの増菌培養時間による検出状況  

を表3に示した。各検体とも48時間培養での検出率より  

も，7日間培養の方が検出率は増加した。また，その傾  

向は牛肉，鶏肉で顕著であった。しかし，14日間培養で  

は本菌陽性の検体でも選択培地上に発育する集落数は減  

少する傾向であった。  

18／23（78．3）  

3．分離菌株の生物学性状と薬剤感受性   

表4に分離54株の生物学的性状を示す。いづれも  

エ．mo花OC）′とOge几eSの生物学的性状と一致した。   

なお，分離株の各種薬剤に対すよ感受性は表5に示す  

ごとくである。NAには全54株が，SAには34株（63．0  

％）が耐性であった。また，TCに耐性のもの4株，TC，  

CP，KM3斉りに耐性のもの1株が認められた。ABPC，  

CERに対しては全株とも感受性であった。  

－2－  



市販食肉からのエよs£erよαmO几OC）′壬OgeれeSの分離とその性状  

表4 エよsとer～αmO几OCツ£oge几eSの生物学的性状  表3 増菌培養時間によるエよsとerよαmO几OCツとOge几eS  

の検出状況  
形態  短小梓菌  Glucose  ＋Gas  

大きさ（LLm）  Trehalose  ＋   

0．4～0．5×0．5～2．O Salicin  ＋  

種頬   月  48時間  7日間   14日間  

5  4／9  NT  6／9  

6  6／8  6／8  6／8  

7  3／3  3／3  3／3  

8  6／9  7／9  8／9  

グラム染色性  陽性  Levulose  

運動性  ＋  Maltose  

寒天培地上集落  Lactose  

円形小，透明  Dextrln  

発育悪し  Sucrose  

＋  

＋  

＋   

＋   

十   
5  2／5  NT  3／5  

6  3／4  4／4  4／4  

7  1／3  1／3  1／3  

8  3／5  4／5  4／5  

血液寒天β型溶血  Rhamnose  ＋  
ゼラチン液化  －  Sorbit  ＋  

インドール  

硫化水素  

硝酸塩還元  
力タラーゼ  

尿素分解能  

クエン酸塩利用能  

VP  

抗酸性  

40cで発育  

6％以上食塩  

Glycerol   

－  Mannose   

－  Galactose   

＋  Mannitol   

－  Dulcitol  

Inulin   

十  Inositol  

Sorbit01  

可能  Arabinose  

耐性 Ⅹylose  

Ramnose  

Adonitol  

5  5／6  NT  4／6  

6  4／8  5／8  5／8  

7  2／3  3／3  3／3  

8  4／6  6／6  6／6  

NT：Not Test  

表5 エ∠sとer∠αmO托OC）′とOge几eSの薬剤感受性分布  

MIC（mcg力価／mP）  

供試薬剤  ≦3．13  6．25   12．5  25  50  100  200  400≦  

T C  49  

ABPC  54  

C P  53  

K M  53  

N A  

C E R  54  

4  1  

1  

2  

S A  8  7  2  2  1  34  

ある11）12） といわれている。また，諸外国でも0．5％91．6  

％13）と報告者により差があるが保菌者の存在が証明され  

ている。さらに丸山14）は，最近開発された分離方法を使  

用すればこれ以上の保菌率になると推測している。一方，  

これらの報告では保菌の原因についてはふれていない。  

今回年利しから本菌が検出されたことは，本菌に汚染さ  

れた刺身肉の摂取により保菌者となる可能性を示したも  

のといえよう。この他本菌は比較的熱に抵抗性であるこ  

とから，加熱不十分なものを摂取することによってもそ  

の可能性はある。   

増菌培養時間による菌検出率では48時間培養より7日  

間培養の方が上回った。しかし，14日間培養では選択培  

地上に発育するエ・mO托OCツわgeワeSの集落数は減少した0  

同様な成績は小寺15）も報告しているが，これほ共存する  

他の細菌の増殖によるものと思われる。検出率を上げる  

意味では長期間培養は優れた方法であるが，食品の品質  

′■ Ⅳ 考察  

今回，市販の食肉製品中のエ．mo花OC）豆Oge几eSの汚染  

状況について調査したが，豚肉製品11品冒29検体中24検  

体（82．8％），牛肉製品11品目17検体中12検体（70．6％），  

鶏肉製品9品目23検体中18検体（78．3％）等各種食肉製  

品から高率に本菌が検出された。  

本邦ではいまだ検出報告はないが，諸外国の報告10）と  

比べて検出頻度は高い。この値がそのままフィールドの  

汚染状況を反映しているとは思えないが，市販される時  

点ではかなりの率で本菌の汚染をうけていると思われる。  

しかし，大部分の検体は生食するものではなく，例え本  

菌を高率に保菌していたとしてもそのはとんどは調理時  

の加熱等により死滅していると思われる。  

わが国の一般健康人の保菌率は0．34％－0．5％程度で  
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検査等には不適である。より短時間で効率よく菌を検出  

するには，なお検討の余地があるように思える。   

薬剤感受性試験ではこれまで寺尾16）はヒト由来株では  

NA，SAを除いては他の薬剤に感受性であり，1958年  

からの国内分離株の感受性パターンは安定しているとし  

ている。今回分離した菌の大部分も同様の傾向を示して  

おり，食肉由来株もヒト由来株と大差なく安定に推移し  

ていると思われるが，TC，CP，KM3剤に耐性の株が  

1株あったことは興味深い。   

今回分離に用いた方法は厚生省の示した方法を基本と  

し，使用する培地，時間等をかえた変法であり，この方  

法により高い検出率が得られた。しかし，この方法が最  

適かどうかは培地，温度，時間等さらに検討を加える必  

要がある。  
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